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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより
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10.1
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曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

時間

10:00

10:00

10:00

15:30

会　　議

本会議　

本会議　

本会議　

議会運営委員会

備　　考

議会構成

（議案調査）

議会構成・議案説明

（議案調査）

（議案調査）

議案質疑

令和元年有田市議会９月定例会日程
月日

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　議

常任委員会

常任委員会

常任委員会

議会運営委員会

本会議

本会議

備　　考

総務建設委員会

文教厚生委員会

予算決算委員会

一般質問

（議案調査）

議案審議

月
定
例
会

月
定
例
会

月
定
例
会

999
　
令
和
元
年
9
月
定
例
会
は
、
26
日
か
ら
10

月
16
日
ま
で
の
21
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

21億6,352万1千円を増額一般会計補正予算額

159億6,983万2千円補正後の予算総額

　水産振興事務事業　……………　2億8,332万5千円
　国県支出金を活用し、有田箕島漁業協同組合が整備する産直施設の
建設費を助成するとともに、産直施設のPR事業を支援し、漁業の振
興と新たな雇用の確保を図ります。

産直施設完成予想図



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

　ふるさと応援寄付金事業　………　16億円
　ふるさと応援寄付金の見込額を30億円に上方修正し、寄付記念品等
関連経費を増額します。

　新水泳場建設事業　…………………　7,623万6千円
　令和２年夏のオープンに向けて、駐車場整備など新市民水泳場の外
構工事を実施します。

　保健体育施設災害復旧事業　
　　　　　　　　　　　　　…………　1億8,862万8千円
　昨年９月の台風21号により被災した、マツゲン有田球場（市民球
場）の防球ネット支柱の新設やバックネットの改修を行い、施設機能
の復旧を図ります。

マツゲン有田球場



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

競
争
が
加
速
す
る
中
で
、
次
世

代
に
向
け
て
本
市
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
的
確
で
効
率
的
な

行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
民

の
代
表
と
し
て
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
の
責
務
は
、

大
変
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
当

局
と
、
激
論
を
交
わ
し
、
ま
た

協
調
し
な
が
ら
、
市
政
の
発
展
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
有
田

市
」
の
実
現
に
向
け
、
過
去
の

議
長
経
験
を
最
大
限
に
活
か

し
な
が
ら
、
議
会
が
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ど
う
か

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
有
田
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
55
代
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
生
駒
三
雄
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

身
に
余
る
光
栄
と
、
改
め
て

そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

元
号
が
令
和
と
な
り
、
新
し

い
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
人
口
減
少
社
会
の
本
格
的
な

到
来
を
間
近
に
控
え
、
地
域
間

に
出
席
す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
協
議
事
項
は
、
概

ね
次
の
通
り
。

①
議
会
の
会
期
、
日
程
等
に
関

す
る
事

②
議
会
の
諸
規
定
に
関
す
る
事

③
請
願
書
、
陳
情
書
等
の
審
査

方
法
の
事

④
議
会
に
お
け
る
選
挙
等
に
関

す
る
事

⑤
会
議
に
お
け
る
発
言
に
関
す

る
事

⑥
議
会
の
運
営
上
重
要
と
認
め

ら
れ
る
事

⑦
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
等

が
話
し
合
わ
れ
、
議
会
開
会
の

約
一
ヶ
月
前
、
一
週
間
前
及
び

一
般
質
問
の
二
〜
三
日
前
に
定

期
開
催
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

開
催
し
ま
す
。
よ
り
良
い
議
会

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

委
員
会
は
６
名
が
定
数
で
あ

り
、
各
会
派
ご
と
に
推
薦
さ
れ

た
一
名
の
者
と
不
足
の
場
合
は

議
長
が
特
に
認
め
た
者
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
議
長
も
委
員
会

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
長
　
生
　
駒
　
三
　
雄

議
会
運
営
委
員
会

 

委
員
長
　
堀
川
　
明

予
算
決
算
委
員
会

 

委
員
長
　
浜
口
元
司

を
策
定
す
る
当
初
予
算
、
年
度

途
中
に
お
け
る
変
更
計
画
に
あ

た
る
補
正
予
算
、
ま
た
昨
年
の

執
行
状
況
を
精
査
し
、
無
駄
の

な
い
効
率
的
な
財
政
運
営
が
な

さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
決
算
な

ど
、
大
変
重
要
な
事
項
を
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
が
一
丸
と
な
り
、
予
算

面
、
決
算
面
か
ら
し
っ
か
り
と

審
議
し
、
有
田
市
の
発
展
の
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
予
算
決
算
委
員
会

委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

浜
口
元
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
そ
の
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
年
間
計
画

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

堀　

川　
　
　

明

副
委
員
長　

中　

谷　

桂　

三

委　
　

員　

西　

口　

正　

助

委　
　

員　

福　

永　

広　

次

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

小　

西　

敬　

民

予
算
決
算
委
員
会

委
員
長　

浜　

口　

元　

司

副
委
員
長　

成　

川　
　
　

満

委　
　

員　

西　

口　

正　

助

委　
　

員　

福　

永　

広　

次

委　
　

員　

宇　

野　

博　

治

委　
　

員　

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

中　

谷　

桂　

三

委　
　

員　

児　

嶋　

清　

秋

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

池　

田　

敦　

城

委　
　

員　

上　

山　

寿　

示

委　
　

員　

小　

西　

敬　

民

委　
　

員　

上
野
山　

善　

久

委　
　

員　

中　

西　

登
志
明



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

文
教
厚
生
委
員
会

 

委
員
長
　
上
山
寿
示

防
災
・
減
災
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
所
管
す
る
経
営
管
理
部
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
観
光
、
ブ
ラ

ン
ド
推
進
な
ど
を
所
管
す
る
経

済
建
設
部
、
消
防
、
公
金
を
扱

う
出
納
室
な
ど
を
担
当
し
、
そ

れ
ら
の
議
案
等
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、
当

委
員
会
に
お
い
て
も
度
々
議
論

し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
産
直
施

設
「
浜
の
う
た
せ
」
が
令
和
２

年
５
月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。　

　

こ
こ
が
、
新
た
な
観
光
振
興

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う

施
設
と
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
総
務
建
設
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
西
口
正

助
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
が
行
う
事
業
は
多
肢
に
わ

た
っ
て
お
り
、
当
委
員
会
で
は
、

育
委
員
会
と
、
国
保
事
業
、
福

祉
に
関
す
る
事
業
、
生
活
環
境
、

病
院
事
業
、
上
水
道
事
業
で
あ

り
ま
す
。
付
託
さ
れ
た
予
算
そ

の
他
の
重
要
な
案
件
、
陳
情
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
委
員
会
と

し
て
可
決
す
べ
き
か
を
判
断
し

市
政
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

教
育
面
に
お
い
て
は
、
令
和

６
年
４
月
に
中
学
校
統
合
を
ひ

か
え
て
お
り
、
今
後
も
市
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
て
委
員
一

同
、
誠
実
に
務
め
て
い
く
所
存

で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
文
教
厚
生
委
員
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
上
山
寿
示

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
教

そ
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
、
取
り
組
む
か
に
注
目
が
集

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
上
辺
だ
け

の
き
れ
い
ご
と
ば
か
り
が
先
行

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
！

　

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
全
て
の
問

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
根
幹
を

質
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
行
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
議
会
と
し
て
の
機
能
と
役

割
を
十
分
理
解
し
、
活
発
に
議

論
を
行
い
、
勇
気
と
真
心
を

持
っ
て
真
実
を
語
り
、
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
な
ら
び
に
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
を
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
市
議
会
に
対
し
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
57
代
副
議
長

に
就
任
を
致
し
ま
し
た
池
田
敦

城
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
上
な

く
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
な
お
全
国
的
に
少

子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む

中
、
地
域
を
支
え
る
様
々
な
分

野
に
お
い
て
縷
々
問
題
が
生
じ

て
お
り
ま
す
。
著
し
い
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
の
問
題
、
祖
国

や
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
持

つ
た
め
の
人
づ
く
り
、
子
育
て

環
境
や
教
育
の
充
実
な
ど
、
地

方
の
自
立
と
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に
向
け
、
各
自
治
体
が

副
議
長
　
池
　
田
　
敦
　
城

総
務
建
設
委
員
会

委
員
長　

西　

口　

正　

助

副
委
員
長　

中　

西　

登
志
明

委　
　

員　

宇　

野　

博　

治

委　
　

員　

児　

嶋　

清　

秋

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

池　

田　

敦　

城

委　
　

員　

成　

川　
　
　

満　

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　

上　

山　

寿　

示

副
委
員
長　

上
野
山　

善　

久

委　
　

員　

浜　

口　

元　

司

委　
　

員　

福　

永　

広　

次

委　
　

員　

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

中　

谷　

桂　

三

委　
　

員　

小　

西　

敬　

民

総
務
建
設
委
員
会

 

委
員
長
　
西
口
正
助



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午 前 10 : 00 】 令和元年10月11日

1 中 谷 桂 三

2 宇 野 博 治

3
岡 田 行 弘
【一問一答】

4 上 山 寿 示

5 小 西 敬 民

１．箕島漁港産直施設建設について
　　⑴進捗状況と今後
２．有田市職員について
　　⑴職員研修
　　⑵人事評価制度
３．有田市の防災について
　　⑴ため池調査結果及び進捗状況と今後
　　⑵地区自主防災組織活動
１．災害への備えについて
　　⑴有田川河川敷の氾濫への備えについて
　　⑵台風への備えについて
　　⑶地震と津波への備えについて
１．防災・減災対策について
　　⑴避難行動要支援者名簿の現状について
　　⑵乳児用液体ミルクを備蓄品に加えてはどうか
２．ひきこもり対策について
　　⑴ひきこもり人数について
　　⑵ひきこもりに関する相談について
　　⑶本市のひきこもり問題への取り組みについて
１．防災対策について
　　⑴避難場所に対する考え
１．消費増税について
　　⑴市民生活への影響
　　⑵行政への影響
　　⑶地場産業への影響
　　⑷市長の受けとめを伺う
２．有田市立病院の産科医退職について
　　⑴今後の取り組みと医師確保について
３．国民健康保険税の引き下げについて
　　⑴現状について
　　⑵基金活用について
４．高校卒業までの医療費無料化について
　　⑴地域間格差の解消
５．乳ガン検診、子宮頸ガン検診について
　　⑴現状報告
　　⑵地域間格差の解消

一般質問の全文については、有田市ホームページ市議会をクリックして
ご覧ください。議場内での一言一句までご覧いただけます！
会議録は、図書館・公民館・市役所４F情報公開コーナーでもご覧になれます。

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

　　

私
は
、
平
成
14
年
９
月
定
例
会

で
、
有
田
川
町
の
「
ど
ん
ど
ん
広
場
」

を
訪
問
し
、
実
態
調
査
後
、
一
般
質

問
で
、
直
売
所
建
設
の
提
言
を
し
ま

し
た
。当
時
の
市
長
は
、他
町
と
違
っ

た
流
通
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
直
売
所

の
建
設
は
、
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

と
の
答
弁
で
し
た
。
今
回
、
新
鮮
さ

を
求
め
ら
れ
る
農
林
水
畜
産
物
等
に

つ
い
て
は
、
品
物
が
揃
え
ら
れ
る
の

か
不
安
で
す
。
ま
た
、
産
直
施
設
へ

の
道
路
ア
ク
セ
ス
が
、
大
型
観
光
バ

ス
等
の
進
入
が
難
し
い
と
懸
念
さ
れ

ま
す
が
。

　　

箕
島
漁
業
協
同
組
合
と
株
式
会

社
松
源
、市
の
三
者
が
連
携
協
力
し
、

来
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
施
設

の
整
備
及
び
関
連
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
新
鮮
市
場
「
浜

の
う
た
せ
」
出
荷
協
議
会
で
、
出
荷

者
協
議
会
規
約
、
農
林
水
産
物
の
出

荷
要
領
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
荷
者
の
意
見
を
確
認
し
な
が
ら
、

専
門
部
会
で
も
検
討
中
で
す
。
道
路

ア
ク
セ
ス
は
、
来
訪
者
の
方
が
、
ス

ム
ー
ズ
に
産
直
ま
で
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
施
設
付
近
の
車
の
流
れ

や
導
線
を
、
関
係
機
関
と
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
ま
す
。

　　

有
田
川
氾
濫
の
備
え
に
つ
い
て
。

有
田
川
は
、
県
の
管
理
だ
か
ら
と
、

じ
っ
と
眺
め
て
い
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
氾
濫
前
に
河
床
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
流
量
の
確
保
の
為
に
浚

渫
工
事
は
喫
緊
の
課
題
で
、
当
局
の

取
組
み
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

　　

毎
年
、
流
れ
を
阻
害
し
て
い
る

個
所
や
治
水
上
問
題
の
あ
る
箇
所
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
浚
渫
、
伐
採
、

除
根
等
を
実
施
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

毎
年
、県
へ
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

引
続
き
、
継
続
的
な
浚
渫
、
伐
採
の

要
望
、
ま
た
堤
防
強
化
の
予
算
増
額

も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　　

台
風
へ
の
備
え
に
つ
い
て
。

　　

台
風
は
、
発
生
し
て
か
ら
一
定

の
期
間
あ
り
事
前
の
準
備
に
よ
り
被

害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
い
う
防
災

対
応
手
法
が
あ
り
、
災
害
の
発
生
を

前
提
に
、
状
況
を
予
め
想
定
し
た
上

で
、「
い
つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
に
」

着
目
し
て
防
災
行
動
を
と
る
も
の
で

す
。
今
後
は
地
域
住
民
と
と
も
に
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
連
携
し
て
被
害
の
軽
減
を
目
指

し
ま
す
。

箕
島
漁
港
産
直
施
設
建
設

に
つ
い
て 

他

質答

質質 答

箕島漁港

冠水したふるさとの川総合公園

市民クラブ 中谷桂三議員

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て市民クラブ 宇野博治議員

答



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

避
難
場
所
に
対
す
る
市
の
考
え

　　
避
難
場
所
の
収
容
人
数
、
備
蓄

食
料
な
ど
は
、
各
地
域
の
公
共
施
設

だ
け
で
、
大
丈
夫
で
す
か
。
も
っ
と

民
間
と
の
災
害
協
定
を
進
め
て
は
ど

う
か
、
又
防
災
井
戸
、
防
災
倉
庫
の

整
備
に
つ
い
て
考
え
も
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　　

民
間
と
の
災
害
協
定
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
業
界
団
体
と
応
援
協

定
を
結
び
、
避
難
場
所
も
関
係
機
関

や
企
業
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

市
民
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
避
難

出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。
防
災
倉
庫
は
、
自
主
防
災
組
織

に
補
助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

防
災
井
戸
に
つ
い
て
は
、
広
報
を
活

用
し
て
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　
避
難
場
所
、
避
難
目
標
地
点
、

防
災
倉
庫
、
井
戸
の
現
状
を
聞
き
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多

い
。
何
を
す
る
に
も
、
も
っ
と
市
民
、

自
主
防
災
組
織
、
行
政
が
寄
り
添
っ

て
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

民
の
思
い
を
真
剣
に
受
け
止
め
自

助
、
共
助
、
公
助
を
、
き
ち
ん
と
時

間
軸
を
決
め
早
急
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

質答

提
言

防
災
対
策
に
つ
い
て

無会派 上山寿示議員

　　
本
市
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　　

有
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
と
県
が

設
置
す
る
相
談
電
話
「
い
っ
ぽ
ラ
イ

ン
」、「
湯
浅
保
健
所
」
の
３
か
所
の

窓
口
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
福
祉
の
様
々
な
相
談
を
受
け
る

福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
が
市
長
の
ご
所
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

ひ
き
こ
も
り
だ
け
に
限
ら
ず
、
不

登
校
、
発
達
障
害
、
社
会
的
孤
立
な

ど
、
子
ど
も
・
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
あ
ら
ゆ
る
問
題
と
い
う
の
は
日
常

あ
り
ま
す
。相
談
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る
、
総
合
窓
口
の
設
置
に

向
け
て
、
し
っ
か
り
と
前
向
き
に
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

　　
日
本
で
も
発
売
開
始
と
な
っ
た

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
、
本
市
に
お

い
て
も
備
蓄
品
に
加
え
る
考
え
は
な

い
か
。

　　

開
封
し
て
そ
の
ま
ま
飲
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
災
害
時
の
備

蓄
品
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
試
験
的
な
導
入
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　
　
要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
命
を
守
る
た
め
、
避
難
計
画
を
早

急
に
作
成
！

質質答 答

質答提
言

ひ
き
こ
も
り
対
策
に

つ
い
て 

他

公明党 岡田行弘議員

防 災 訓 練

福祉に関する総合相談体制のイメージ
総合相談 専門相談 支援機関

地
　
　
域
　
　
住
　
　
民

民
生
委
員
・
児
童
委
員

県
振
興
局
の

福
祉
総
合
相

談
窓
口

市
町
村
の

福
祉
総
合

相
談
窓
口

相
　
談

相
　
談

障害者
児童

医療

生活保護
総合

生活保護
高齢者

総合

相
　
談

相
　
談

和歌山県

県内市町村
連携連携

障害者 子ども・障害者相談センター

児童

医療

生活保護
総合

生活保護
高齢者

総合

児童相談所等

障害福祉
事業所

保健所

振興局健康福祉部（町村部）

県社会福祉協議会

市福祉事務所（市部）

地域包括支援センター

市町村社会福祉協議会  等

（福祉保健施設一覧掲載施設）

児童福祉
施設

介護保険
事業所

民生委員
児童委員
等の見守
り体制

シルバー
人材セン
ター  等

医療機関

有田市の福祉総合窓口の創設が必要である



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

　　

消
費
税
増
税
に
反
対
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８
％

↓
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
市
民
生
活

が
苦
し
く
な
り
ま
す
。こ
の
税
金
は
、

貧
困
と
格
差
の
広
が
り
で
、
所
得
の

少
な
い
人
ほ
ど
重
く
の
し
か
か
る
逆

進
性
は
、
生
計
費
非
課
税
の
原
則
に

真
っ
向
か
ら
反
し
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
生
存
権
を
脅
か
す
悪
税
で
す
。
税

金
は
負
担
能
力
に
応
じ
て
払
う
「
応

能
負
担
の
原
則
に
」
と
考
え
ま
す

が
、
本
市
に
お
け
る
増
税
の
影
響
を

説
明
し
て
下
さ
い
。

　　

行
政
に
対
す
る
影
響
は
、
一
般

会
計
歳
出
で
約
６
千
万
円
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
社
会
保
障

の
財
源
と
さ
れ
て
お
り
、
増
税
い
た

し
か
た
な
い
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　　

国
保
税
の
減
額
を
要
求
し
ま
す
。

基
金
の
７
億
４
千
万
円
を
活
用
す
れ

ば
、
一
世
帯
２
万
円
の
減
額
が
で
き

ま
す
。
市
民
の
痛
税
感
を
分
っ
て
ま

す
か
。

　　

基
金
を
使
っ
て
負
担
の
抑
制
に

努
め
た
い
。

　

あ
と
３
点
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
乳
ガ
ン
検

診
、
子
宮
頸
ガ
ン
検
診
、
市
立
病
院

の
産
科
医
退
職
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

質答

市 立 病 院

日本共産党 小西敬民議員

消
費
増
税
に
つ
い
て 

他

質答

会派が結成されました会派が結成されました

政糺クラブ
代　　表　　堀川　　明
幹 事 長　　生駒　三雄
副幹事長　　池田　敦城

市民クラブ
代　　表　　中谷　桂三
幹 事 長　　宇野　博治

日本共産党
代　　表　　小西　敬民

公　明　党
代　　表　　岡田　行弘

せい し みん

に ほんきょうさん とうこう めい とう

きゅう
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賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名

議案名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長

議長

議長

欠席

欠席

欠席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

議案第4 5号

議案第4 6号

議案第4 7号

結
　
　
果

浜
口
　
元
司

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

宇
野
　
博
治

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

中
谷
　
桂
三

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

市
民
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

公
　
明
　
党

政
糺
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

議
　
員
　
名

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対

議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
議案第44号
議案第45号
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
議案第51号
議案第52号
決算第 1 号
決算第 2 号
決算第 3 号
決算第 4 号
決算第 5 号
決算第 6 号
決算第 7 号
決算第 8 号
報 第 2 号
報 第 3 号
報 第 4 号
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－

職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等の一部を改正する条例
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
有田市印鑑条例の一部を改正する条例
有田市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
有田市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の一部を改正する条例
令和元年度有田市一般会計補正予算（第２号）
令和元年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度有田市介護保険特別会計補正予算（第２号）
公平委員会の委員の選任について
監査委員の選任について
初島財産区管理委員の選任について
工事請負契約の変更について
監査委員の選任について
平成30年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
専決処分の報告について（訴えの提起について）
平成30年度決算に基づく有田市健全化判断比率について
平成30年度決算に基づく有田市資金不足比率について
有田周辺広域圏事務組合議会議員の選挙
有田聖苑事務組合議会議員の選挙
和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
広報編集員会委員の選任について
議員派遣の件について
各委員会の閉会中の継続審査及び調査について

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
同　意
同　意
同　意
可　決
同　意
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
報　告
報　告
報　告
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
可決
－－－－－

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

令和元年9月定例会審議結果表令和元年9月定例会審議結果表

元.10.16
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
－－－－－
元.9.30
〃
〃

元.10.16
〃
〃
〃
〃
〃
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知っていますか
？

知っていますか
？

知っていますか
？

知っていますか
？ふるさと納税ふるさと納税ふるさと納税ふるさと納税

平成30年度決算　ふるさと応援基金積立分充当先

教育及び文化に関する事業

産業、環境及び交流に関する事業

保健、福祉及び医療に関する事業

「子ども達に本を！」図書購入に活用

スポーツ振興に活用

市長におまかせコース

合　　　　　計

事　業　項　目 基 金 充 当 額 主　な　充　当　事　業
中学生海外派遣研修事業、特別支援教育推進事業（学
校生活支援員）、学力向上推進事業（特色ある学校づ
くり推進事業等）、文化振興事業（市民会館自主事業）

有田みかん海道マラソン開催事業、事業所魅力
発信支援事業、原産地呼称管理事業等

子ども医療事業

図書館運営事業（図書購入等）、小中学校教材
整備事業（学校図書）

生涯スポーツ振興事業（全国大会等出場奨励
金）、社会体育施設管理事業（市民球場、市民
体育館改修）

三世代定住等支援事業、住宅リフォーム補助事業、不
良空家等除却補助事業、港町児童公園整備事業、新水
泳場建設事業（実施設計）

9,425万7千円

2,430万円

2,730万円

1,867万1千円

750万円

5,303万9千円

2億2,506万7千円

市長におまかせ
コース

教育及び文化に
関する事業

産業、環境
及び交流に
関する事業

保健、福祉
及び医療に
関する事業

「子ども達に本を！」
図書購入に活用

スポーツ振興
に活用

中学生海外派遣研修事業 有田みかん海道マラソン開催事業



市議会だより 12

議会広報編集委員会
委員長：中谷桂三　副委員長：上野山善久
委員：岡田行弘・池田敦城・小西敬民・成川満

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392　和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

　議会だよりは、市民に対して、議会
の内容を知って頂き、正しく理解して
頂くためにも、開かれた議会を目指し
た情報提供として、発刊されています。
議員活動や、市民が望まれていること
について、議会だよりアンケート集計
結果を参考にしながら、今後は、新委
員６名で、紙面づくりに工夫を凝らし、
市民の皆様に、心待ちにしていただけ
る、議会だよりを発行していきます。

　　（中谷）

去る９月８日に、市議会議員一般選挙が執行されました。

皆様の声を市政に反映してまいります。

議会広報編集委員会
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